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と
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．
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落
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。
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璽
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右
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．
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．
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憲
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落
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湿
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が
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憾
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で
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す
鐘
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に
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す
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．
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友
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懇
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．
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ﾌ
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．
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椹
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融
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樫
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。
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澄
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蒸
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蒼
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．
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濡
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落
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潔
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ら
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．
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。
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を
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椹
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．
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憾
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憾
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⑳
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て
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の
ゑ
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以
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交
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草
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の
楕
懸
の
ご
と
婁
つ
驚
く
不
黒
蓋
榔
善
書
の
・
．
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な
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し
占
有
と
所
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を
ふ
く
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と
い
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、
必
要
以
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の
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の
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束
を
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ぎ
激
く
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し
め
ら
れ
て
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
所
有
・
、

　
　
　
　
　
　
　
メ
　
ロ

・
と
嘉
霧
馨
る
揚
合
た
る
璽
に
鴬
娠
、
再
贋
鳶
と
か
慣
選
管
遷
か
濾
保
爵
0
留
保
憂
欝
護
霧
遷
，

ぎ
奮
疾
と
．
費
等
長
よ
り
右
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約
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．
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．
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篠
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い
う
蕃
ρ
は
じ
め
て
可
能
な
ら
し
め
た
竜
の
で
あ
る
つ
故
に
抵
當
樺
町
登
記
と
は
な
れ
て
は
、
存
在
し
え
ざ
重
の
で
あ
る
。
訟
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@．
a
究
に
・
含
す
魏
垂
當
響
を
レ
て
漿
物
の
も
つ
交
書
値
の
堕
部
分
存
を
唇
番
纏
の
暮
の
た
詮
、
ひ
≒
－

　
　
　
　
　
．
　
り
じ
め
を
許
そ
う
と
い
う
合
意
は
、
た
ん
な
る
債
梅
契
約
で
あ
り
、
排
他
的
な
物
野
島
銀
盤
を
竜
つ
遮
の
で
は
凝
い
か
ら
、
び
と
レ
じ
め

　
　
　
　
一
の
結
果
を
達
し
え
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
抵
簾
を
成
馨
し
盤
い
。
そ
れ
箋
記
を
な
す
こ
と
堤
っ
て
、
そ
の
ひ
と
　
∴

，
　
　
　
　
　
㌦
り
じ
め
の
歌
態
を
實
現
す
る
と
き
、
抵
℃
め
て
抵
當
椹
と
し
℃
成
立
す
る
。
逝
そ
れ
は
か
く
て
、
、
ほ
ん
ら
い
債
構
と
占
有
と
に
よ
り
て
成
立
ヨ

’
．
ー
レ
　
　
～
　
し
う
べ
き
も
ろ
も
ろ
σ
物
権
が
、
登
記
と
い
う
占
有
方
法
堂
と
ら
叢
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
樺
と
噛
有
の
結
倉
岳
債
権
的
物
樺
と
し
て
の
一
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@
こ
を
と
擾
つ
券
彙
肇
、
甚
め
か
ら
糠
的
発
態
の
古
套
の
む
す
び
つ
き
の
黒
蜜
レ
煮
は
篠
護
季
る
、

　
　
　
　
　
　
・
r
ぢ
毬
雷
讐
設
定
し
巻
1
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
狂
、
五
ぺ
て
債
欝
発
信
す
な
奪
籍
愛
書
樺
の
窺
な
健
め
か
・
げ

　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ま
っ
た
く
あ
か
え
～
ざ
る
『
こ
と
と
な
っ
て
い
．
る
の
で
あ
み
◎
・
　
、
、
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縦
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含
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書
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嵩
懇
書
・
荒
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欝
欝
発
態
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募
方
蓄
よ
睾
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、
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簿
上
塗
拳
叢
談
犀
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@
吉
｛
ゆ
う
鳶
可
能
だ
ゑ
う
灌
に
洗
ば
一
姶
欝
な
占
奪
は
発
そ
像
で
甚
い
森
う
て
乏
を
藻
玄
。
け
嗜

　　

@　

@　

ｨ
源
聖
黒
漆
壽
老
順
て
も
、
庸
ど
ん
他
黄
雲
の
方
法
歪
の
落
書
婆
さ
ち
っ
て
ゆ
点
る
の
だ
か
ら
搾
る
。
．

　　

@　

@　

@、

ｩ
毛
母
を
謬
響
厘
塾
長
け
庭
ど
こ
ま
、
婁
多
淫
些
の
み
ち
を
ひ
身
以
外
に
み
ち
管
巻
♀
あ
陰
い
．

　
　
　
　
　
　
　
鷲
の
毒
喜
が
壱
夢
を
に
よ
り
、
不
動
蛋
獲
必
然
に
警
讐
酢
似
せ
る
畜
産
な
る
の
で
あ
画
意
そ
の
相
蓮

”
　
、
一
，
弓
は
、
．
不
動
肇
暮
し
、
使
用
墓
を
な
し
み
る
可
覆
塞
つ
と
い
魂
に
の
み
摩
を
灘
酒
．
不
密
雲
耀
慮
膚

、
　
」
，
遮
、
、
け
っ
し
屠
薫
煙
値
募
の
暮
懸
味
覆
塾
。
窮
し
黒
磯
馨
馨
に
書
義
．
占
有
が
榎
攣
撰
程
略
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ｧ
保
攣
あ
を
ら
れ
逢
畜
産
て
翼
長
言
違
他
牌
摩
し
て
い
る
⑳
魂
い
↓
て
呆
鍵
羅
薫
い
て
は
そ
巾
改
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@
　
冗
・
彊
に
屡
量
器
ひ
事
じ
蒙
蒸
し
翼
議
限
を
馨
づ
け
領
る
廃
か
惚
あ
る
。
笠
竣
盤
魔
羅
回
想
、

〆
　
墳
憾
有
て
は
、
曇
空
債
響
は
積
量
＠
殻
財
産
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去
り
た
る
渠
動
雇
た
℃
茂
、
塵
室
凛
揮
う
と
あ

・
　
　
妻
聖
に
嘉
焚
く
、
彊
制
執
行
を
な
し
て
ゆ
ぎ
毫
の
だ
奮
，
や
は
妾
播
蕩
ぴ
難
じ
め
の
歌
選
は
存
在
し
多
い
の
で
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w
髪
逮
か
ら
需
重
落
鍵
篠
に
あ
皇
億
、
霧
盤
讐
τ
て
量
的
不
動
審
副
俵
烈
し
農
，
桑
動
産
の
使
・

　
　
　
　
ノ
　
　
用
牧
釜
椹
と
し
て
の
債
梅
的
不
動
産
質
樺
が
成
立
し
う
る
こ
乏
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
，

　　

@
，
．
　
黍
記
抵
幕
を
ゑ
垂
欝
欝
あ
像
と
す
沸
ぱ
、
、
避
難
に
よ
義
享
警
申
請
讐
違
を
、
轟
然
の
需
で
勇
．
，
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彫
か
し
透
婦
選
の
撰
慣
行
零
墨
蕩
る
奉
読
も
像
で
あ
乃
。
妻
飼
蓄
篠
難
の
こ
凌
二
緯
の
謹
黎
．
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多
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遣
か
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告
濃
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や
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約
を
な
享
と
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ゆ
る
纏
一
足
稽
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ぞ
ギ
に
み
β
め
ら
墾
翫
る
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で
あ
る
か
ら
∴
吻
ら
ゆ
養
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の
強
制
執
行
に
債
務
名
義
を
必
要
と
す
る
の
と
醤
比
し
て
、
、
未
登
記
抵
當
椹
に
つ
い
て
の
み
、
“
債
務
名
義
煮
く
し
て
強
制
執
．
行
力
を
み
と
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あ
る
と
と
は
、
樺
衡
を
失
す
る
ゆ
ま
だ
他
面
か
ら
い
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
債
模
は
、
民
事
訴
訟
法
五
五
九
條
第
三
所
定
の
形
式
を
ふ
ん
で
い

　
　
　
る
か
ぎ
、
り
、
そ
れ
以
上
に
別
の
債
務
名
義
を
必
要
と
せ
す
、
そ
れ
倉
身
が
圃
個
の
債
務
名
義
乏
し
て
、
た
だ
ち
に
彊
制
執
行
を
な
し
う
る

拶
　
　
の
で
あ
る
が
、
右
形
式
を
ふ
ん
だ
そ
れ
は
、
未
登
詑
抵
當
棲
が
一
種
の
指
定
不
動
産
に
つ
い
て
の
「
直
チ
ニ
彊
制
執
行
テ
受
ク
可
キ
旨
」
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き
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が
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様
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費
手
綾
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上
の
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も
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た
え
ら
れ
ね
ば
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う
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淳
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績
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懸
物
馨
つ
い
て
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と
め
る
議
論
に
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上
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塵
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賞
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配
當
手
下
の
規
定
の
準
用
（
な
か
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づ
く
六
四
七
條
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を
み
と
め
る
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ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
し
て
も
、
債
務
名
義
を
ぜ
ん
ぜ
ん
不
要
と
す
る
わ
が
競
費
法
の
も
と
で
は
、
そ
の
限
度
蜜
語
張
せ
ち
れ
る
こ
と
に
な
る
誹
i
す
な
わ
ち
執
・

　
　
リ
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
ぎ
行
正
本
な
ぎ
債
椹
者
も
配
當
箭
凝
す
れ
ば
、
、
民
訴
穴
四
七
條
、
五
九
一
條
、
六
二
〇
條
な
ど
の
準
用
ば
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
一
叢
で
あ
ろ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
う
が
・
詫
は
書
誌
の
私
の
指
摘
し
た
や
う
籍
果
竺
裁
ち
が
言
だ
も
の
で
あ
ゑ
し
か
し
霧
義
を
ぜ
ん
ぜ
ん
不
碧
し
、
そ
、

　
　
　
⑤
結
果
、
競
費
の
基
礎
編
る
債
模
軽
罰
は
抵
當
構
に
蝦
疵
み
る
と
き
は
、
競
落
許
可
決
定
が
確
定
t
て
競
費
羅
綾
そ
の
踏
の
ガ
手
綾
上
も

　　

@
拳
拳
を
馨
た
の
遼
婁
も
蚕
法
上
の
留
筆
㌣
饗
の
響
愛
書
る
喜
れ
て
畜
う
な
．

　
　
・
競
費
法
上
の
黒
磯
求
点
に
％
い
し
て
、
こ
の
よ
う
に
ひ
ろ
ぐ
門
戸
を
開
放
す
る
こ
さ
は
暦
応
襟
上
の
粘
果
か
ち
窓
疑
問
だ
さ
考
え
る
。
一

・
毒
筆
漿
「
競
蟹
法
」
（
新
法
學
全
集
）
，
釜
頁
筆
癖
大
蒲
灘
．
＝
．
三
塁
茜
養
難
題
腐
墨
染
に
よ
協
配
置
求
馬

　　

e
玄
喜
な
が
、
し
憎
し
こ
ゆ
執
行
吻
あ
垂
湾
護
摩
っ
葦
縛
す
る
嘉
は
、
蓬
肇
壌
朋
費
墜
憂
か
磯
ぼ
、
、
“

　　

@
㌧
一
韮
確
憶
い
。
拳
、
．
，
・
　
h
ン
ご
　
噛
、
吻
　
∴
．
曳
乏
　
　
∴
一
～
　
㌧
謬
㌔
ヤ
　
、
・
　
昌
・

　
　
　
　
ギ
　
、
賂
　
↓
　
｝
㌦
．
　
．
・
3
「
、
り
　
　
・
、
二
Ψ
・
　
㌦
　
　
嘱
∵
　
　
，
．
　
∴
ご
　
い
　
・
セ
．
∵
。
5
・
〆
！
㌦
’
ド
“
晒



イ

　　二・∵．

　
ノ

ノ
．

、島層
、

曳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
マ
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
，
一
　
　
　
　
．
・
　
．
　
　
　
　
軸
、
　
　
　
　
『
～
　
　
　
．
　
　
　
　
，
　
　
’
　
・
　
、
胱
　
　
　
，
　
，
　
　
・
∬
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
速
い
、
い
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

　　

@
・
，
上
述
の
ご
と
を
毒
ば
、
登
記
姿
懲
．
怪
蓼
撃
、
し
豪
つ
垂
藩
の
成
塗
壁
選
必
要
｝
る
．
．
し
か
凄
移

冠
普
つ
際
讐
う
蕩
ろ
嘉
。
そ
れ
漿
羅
の
警
携
場
倉
と
犀
に
論
ず
馬
蝉
在
。
妻
達
嘉
定
讐
盈
∫

層
、
・
一
は
v
挺
の
物
の
ぎ
つ
嗣
定
金
額
の
交
換
風
値
部
分
の
み
憾
馬
田
的
忙
ぴ
み
か
じ
め
な
し
す
惹
か
凌
ち
に
な
っ
て
塾
な
い
の
に
だ
い
t
て
冷

　　

@
既
登
翼
犠
の
羅
動
霧
陰
は
h
す
歪
詫
が
帳
墜
の
違
憲
憶
か
た
ち
讐
て
排
鵠
馨
り
蓼
’

”
■
芒
う
る
魂
澹
潅
て
い
急
ら
濡
る
。
誘
故
に
婁
記
章
梅
に
つ
塗
は
事
象
登
記
的
墨
書
得
森
5
形
態
ρ

　
　
　
ぽ
か
忙
、
な
に
か
べ
つ
に
そ
の
古
聖
㊧
取
得
の
方
法
が
そ
葎
わ
っ
て
さ
え
濡
れ
ば
噂
，
．
そ
れ
が
ま
だ
登
記
を
そ
癒
え
ぬ
あ
い
だ
は
、
、
物
構
葡

　
　
　
森
他
性
を
嘉
聖
は
麓
、
債
驚
抵
懲
Q
取
得
と
い
違
と
が
罷
と
な
る
わ
け
で
あ
る
つ
奮
う
な
揚
合
の
を
を
毒
澱

，
、
馨
彗
養
蚕
嚢
霧
倉
お
け
る
．
濃
鼠
の
確
書
附
の
あ
る
審
た
は
恣
嚢
屡
薩
え
た
嚢
に
↑
よ
り

’
董
を
藩
の
趨
下
葉
な
℃
綾
欝
数
力
塞
窒
の
い
復
占
奮
号
を
を
碧
て
陛
從
た
る
登
記
警
携
轟
μ
，

，
、
寸
登
記
あ
な
翠
畜
い
か
に
喝
、
，
從
た
み
登
記
簿
當
権
を
債
構
鮒
《
所
有
す
み
揚
合
の
あ
る
セ
乏
を
あ
げ
う
る
。
’
黛
て
で
遮
じ
助
エ
h
あ
れ
わ
，

　
　
　
れ
書
債
構
的
抵
逗
子
の
成
立
乞
み
る
勅
け
で
あ
漏
。
そ
れ
は
債
構
的
数
が
七
か
な
い
と
は
い
え
侮
と
に
か
メ
抵
隠
語
で
あ
る
か
略
一
債
樺

、
．
・
養
鯉
讐
は
警
讐
實
看
、
疑
る
篠
の
全
饗
た
は
蔀
霧
覆
吉
消
滅
諮
め
、
．
陰
、
登
記
樋
藩
冥
護
鉱

．
．
慶
蓬
叢
霧
嚢
募
豪
あ
い
だ
に
風
．
有
数
に
濃
宅
め
う
る
♀
身
。
た
ぞ
劣
こ
毒
虚
名
撮
る
慶

、
∴
塵
世
儀
福
に
二
轟
轟
ら
些
弛
者
が
轟
登
記
を
な
し
た
み
ぎ
は
、
墳
橦
的
抵
當
讐
ま
た
窮
す
る
こ
と
讐
然
で
あ
だ
　
、

．
乳
　
　
権
利
霧
に
齢
け
逐
い
わ
ゆ
る
封
二
三
（
世
・
．
嶋
、
・
、
．
．
で
㍉
　
，
層
，
」
4
．
．
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
－
　
圃
’
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
‘
∵
、
　
・
・
∴
俄
　
■
層
　
　
層
　
．
　
レ
　
　
　
　
・
．
　
　
　
『
　
’
　
　
剣
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〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
等
究
第
＝
ハ
巻
第
一
、
『
合
併
號
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
犠
　
　
　
・
　
㌧
　
　
　
瀞
　
　
八
二

　
　
　
　
　
　
既
　
　
　
　
‘
　
，

　
、
　
㌃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
り
・
」
　
　
優
で

、
　
　
　
　
　
　
　
・
抵
當
櫨
の
み
ψ
威
分
に
つ
い
て
は
や
が
民
法
三
七
五
條
三
七
六
條
の
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
櫨
、
債
務
者
、
保
誰
人
、
抵
當

　
　
　
　
　
　
　
　
設
定
者
と
そ
の
承
縫
人
ぢ
に
た
い
す
器
封
抗
要
件
は
主
た
る
債
務
者
え
の
機
知
ま
た
は
主
た
る
債
務
者
の
承
諾
で
あ
り
γ
こ
れ
さ
え
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
．
授
爵
認
登
窯
み
る
に
た
い
し
、
そ
れ
燦
の
第
三
虐
た
譲
る
封
抗
舞
は
登
記
だ
と
読
明
さ
れ
る
の
が
普
通
で
鷺
。
君
の
よ
・

　
　
　
・
　
　
　
、
う
な
設
明
が
で
き
る
た
め
の
前
提
に
は
、
抵
當
構
が
た
ん
な
る
合
意
の
み
に
て
、
移
韓
登
記
を
要
せ
す
し
て
、
移
監
し
う
冶
と
い
ふ
理
論

　
　
　
　
　
　
　
2
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ゆ
℃
の
前
提
理
論
の
可
否
は
、
私
見
の
た
ち
ば
に
お
い
ズ
は
、
既
述
せ
る
ご
と
竃
登
記
抵
當
灘
…
と
い
う
か
ち
，
で
い
ち
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
カ
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

・
’
．
｛
　
．
斯
う
黒
垂
の
要
言
ふ
有
形
譲
葉
馨
t
た
、
警
惣
つ
い
て
の
蓬
金
額
の
交
機
値
部
分
の
み
零
在
は
、
未
登
記
抵

’
、
・
　
　
　
　
日
豊
構
の
揚
合
ど
異
な
っ
て
、
た
ん
に
合
意
の
み
に
て
竜
移
匂
し
う
る
か
ど
い
ふ
問
題
志
し
て
、
縫
写
せ
ら
れ
ね
ぜ
な
逐
ぬ
。
私
見
は
つ
ぎ

　
　
　
　
ゾ
　
　
・
の
嫉
と
く
で
あ
る
。
優
簿
上
の
表
象
と
い
う
か
た
ち
す
、
は
じ
め
て
有
形
的
存
在
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
き
抵
當
物
の
輔
定
金
額
の
交
換
債

　
　
　
　
　
　
　
　
値
部
分
の
み
に
3
て
は
、
そ
素
可
能
ぎ
れ
て
い
る
そ
の
ぴ
吉
じ
め
の
方
法
は
い
そ
の
笙
は
、
鰻
楼
上
の
叢
の
轟
羨
β

　　

@　

@　

@
乏
と
で
あ
る
べ
き
こ
査
急
う
ん
で
あ
る
。
裏
わ
霧
韓
需
そ
の
他
嘉
の
方
整
よ
皇
h
誘
を
は
罷
で
あ
る
笥
し
か

　　

@　

@　

@
・
↓
第
二
に
、
た
ん
髭
無
熱
黍
抵
當
霧
饗
す
諮
磯
樺
痴
態
馨
．
模
寡
の
通
智
港
た
隊
う
方
法
に
よ
陰
も
、
・

　
　
　
’
　
嚢
抵
藩
滋
養
ぴ
事
じ
票
養
豚
る
ご
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
塞
奮
努
蓋
わ
魂
先
的
・
物
携
敷
“

　
　
　
　
　
　
　
　
力
を
も
つ
た
抵
治
者
移
轄
は
湘
移
韓
登
認
な
ぐ
し
て
は
成
立
ル
え
な
い
。
　
魏
　
　
．
『
　
㌧
　
　
ゾ
㌦
、
馬
．
一
．
、
b
　
・
　
　
．

　　

@
　
．
～
意
で
乞
蓬
葵
き
緩
墓
記
が
ゑ
塗
儀
養
蚕
饗
蓋
姦
殺
悪
事
そ
の
宮
寒
て
、
～

　　

@　
@．

C
繋
る
遠
か
ぎ
ら
な
竣
量
綴
糞
遭
そ
れ
藻
誰
霧
譲
懲
そ
電
蠣
的
覆
、
毒
虐
め
諜
譲

、
　
「
肇
醤
岐
、
磯
テ
講
澄
4
霧
蝿
悪
婆
綴
ソ
灘
ヒ
慣
熟
詫
藩
屡
購
ゼ
シ
．
勘
ノ
権
型
雪
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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陶
　
h
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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、
　
　
・
　
　
　
脳
　
　
　
　
翫
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－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
・
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、

、
　
／
、

ノ

ぐ

〆

〆・

考

　
　
　
　
　
　
フ
、
コ
ト
ヲ
得
」
五
〇
噌
條
）
、
抵
當
構
設
定
者
の
夢
占
（
保
謹
入
の
居
合
と
同
様
）
な
ど
の
こ
乏
が
な
遜
れ
表
《
代
物
緋
濟
、
供
託
、
一
相
殺
．

・
　
．
0
裏
合
高
様
）
婁
合
に
嘆
娑
の
と
と
に
潟
っ
て
、
盛
期
椹
が
譲
婆
ら
牝
す
依
然
と
し
て
そ
の
債
務
に
つ
輝
て
い
た
与
れ
ば
、
右

．
　
欝
に
ぢ
で
得
鳶
レ
し
利
達
薩
悼
み
に
釜
て
い
る
忌
一
た
圭
望
の
欝
讐
磯
、
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